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名 称 
令和６年度  

西予市二木生地域づくり活動センター運営委員会 

事 務 局 
西予市三瓶支所地域生活課二木生地域づくり活動センター 

電 話 0894-33-0054 
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出席者 

委 員 

委員長：井上𠮷仁  副委員長：竹﨑優子 

委  員：菊池剛、橘井美紀、佐々木雄矢、西田繁利 

西本久良雄、松本芳隆、山崎博幸、洲家喜代子 

欠  席：仲川望咲、町田浩子 

その他  

事務局 
二木生地域づくり活動センター長  西本 喜代人 

二木生地域づくり活動センター主事 山本 時也 

議事内容(要旨) 

開会 

１．センター長あいさつ 

 

２．運営委員会の概要について 

 ・地域づくり活動センター及び運営委員会の概要につい 

て、条例・規則等の資料により事務局から説明した。 

 

３．協議案件 

（1）令和６年度事業の実施状況について 

 ・令和５年 10 月から令和６年９月までに実施したセン 

ター事業（５センター合同、単独）について、資料に 

沿って事務局から説明した。 

 ・地域づくり活動（組織）の支援がセンター業務の１つ 

となるため、地域づくり組織の事業実施状況について 



確認した。（詳細な内容説明は割愛） 

 ・行政業務の実績件数、貸館利用状況について、資料に 

沿って事務局から説明した。 

 

（2）令和６年度事業計画について 

 ・令和６年度の事業計画について、資料に沿って事務局 

から説明した。 

 

 （3）その他 

  新二木生地域づくり活動センターの建設について 

  ・設計図（案）をもとに、今後の計画を説明した。 

 

【意見】区において、コロナウイルスの感染防止や少子 

高齢化の影響で行事が減ってきている。集まる 

ことがつながりを深め、南海トラフ巨大地震等 

が起きた時にも地域にまとまりができる。行事 

があることがありがたい。親子で参加できる行 

事などを取り入れてはどうか。 

【回答】須崎健康ウォークなど親子での参加を推奨した 

い。また、しめ縄作りは３世代で集えると考え 

られる。 

【意見】中学校では地域づくり活動センターを活用しよ 

うという方針になっている。ただ、日程が合い 

にくいことや距離が遠いことが疎遠の理由とな 

っている。今後情報共有したい。 

【意見】二及在住者が参加の中心になっているように感 

じるので、垣生、長早在住者の参加も促してほ 

しい。 

【回答】そのように心がけたい。 

【意見】二及在住者においても一部の方が対象となって 

いる。もっと幅広く呼びかける事が良いのでは 

ないか。 

【回答】セミナーの会員さんにも呼びかけをお願いした 

い。 

【意見】授業や学校行事でもかかわって頂き、こども達 

からも良い反応を頂いている。教科書で学ぶも 

のとは違い生きた学びになる。陸上教室でもお 

世話になり、今日の陸上記録会で役に立った。 

バトンパスなどの学びがつながってリレーで 1 



位をとれた。 

【意見】娘が稲刈り体験を一生懸命させてもらった。稲 

刈りを新聞にまとめていて子どもたちにとって 

良い体験となった。企画がありすぎて他の事業 

と重なってしまう。 

【意見】回覧板で情報が入るが、やはりマイク放送を使 

うと参加しやすい。区のマイク放送設備を使う 

など、参加者募集に区として協力したい。 

区の放送は２回ずつやるが、行政は１回しかな 

いので、放送回数を増やしてはどうか。 

【意見】生徒は高齢者の現状や地域の避難場所など地域 

の事を意外と知らない。 

【意見】高齢者学級やスマホ教室など、交通の便も確保 

して、垣生、長早にも拡大してほしい。 

 

（5）その他 

  特になし 

 

閉会 

備 考 
配布資料 

・会議資料一式 

 


